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１．水資源機構管理施設の管理経過年数

○水資源機構では、｢インフラ長寿命化計画（行動計画）｣（平成26年10月策定)に基づき、気候変動に伴う異常な洪水・渇水や大規
模地震の発生に対し、水供給に係る施設の機能が最低限維持されることが重要と考え、施設の老朽化対策と併せ、様々な事態に
対し確実に対応するため、対象施設の現状を把握している。

【施設の現状】

水資源機構が管理する施設は、機構の前身である水資源開発公団（愛知用水公団含む）が設立された昭和30年代以降に建設さ
れたものであり、過半数の施設において事業完了から30年以上が経過している。

※平成26年度時点における事業完了後からの経過年数であり、施設完成後の経過年数とは異なる。
出典：独立行政法人水資源機構インフラ長寿命化計画(行動計画) H26.10
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２．改築工法の比較 （参考：パイプライン）

【参考】農業用パイプラインに用いられる主な管種とその特徴

２
出典：農業水利施設の機能保全の手引き「パイプライン」 平成２１年４月
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【参考】裏込注入工法の事例

２．改修工法の比較（参考：トンネル）

注入材料 可塑性注入材（セメント） 非セメント系注入材（発泡ウレタン）

概 要 ◇ 基材（セメント主体）可塑材、エアを配管内で合流
させ、制止ミキサで均質に混合し注入。

◇ 坑外に専用プラントを設置し、施工箇所まで配管。

◇ ２液を混合すると短時間で発砲硬化し、ポリウレタン
フォームを形成する。

◇ 注入した薬液が空洞背面で発砲することを特徴とし、コン
パクトな注入設備と少ない材料を台車に積んで注入孔近く
から施工を行う。

３

工法の採用に当たっては、地山とコンクリート覆工とが注入材によって密着できるよう細部にまで充填できて、それぞれの変位、
変形による反力を十分に伝達できる材料を選定する必要がある。

注入材には、エアモルタル、エアミルク、発泡ウレタン、水ガラス系、可塑性注入材などがあるが、湧水中でも材料分離が生じにく
い材料であること等、それぞれの材料の特性を把握した上で、使用材料の選定を行うことが重要である。

出典：農業水利施設の機能保全の手引き「水路トンネル」 平成21年4月


